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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
ａ）ポリエチレンテレフタレート、ポリエチレンナフタレート、ジカルボン酸で変性され
たポリエチレンテレフタレート、ジカルボン酸で変性されたポリエチレンナフタレート、
またはこれらの組み合わせの群から選択されるポリエステル原料、及びｂ）熱可塑性エラ
ストマー性ブロックコポリマーを含むポリエステルモノフィラメントの耐摩耗性を向上す
るための、ｃ）ポリカーボネートとｄ）カルボジイミド安定化剤との組み合わせの使用で
あって、
前記ポリエステルモノフィラメントが、
ａ）前記ポリエステル原料６０～８５重量％、
ｂ）前記熱可塑性エラストマー性ブロックコポリマー１４．４～３０重量％、
ｃ）前記ポリカーボネート０．０５～１０重量％、及び
ｄ）前記カルボジイミド安定化剤０．１～１０重量％、
を含み、上記の量の値はモノフィラメントの総量を基準とする、前記使用。
【請求項２】
成分ａ）がポリエチレンテレフタレートであることを特徴とする、請求項１に記載の使用
。
【請求項３】
成分ａ）が、ジカルボン酸で変性されたポリエチレンテレフタレートであることを特徴と
する、請求項１に記載の使用。
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【請求項４】
前記ジカルボン酸で変性されたポリエチレンテレフタレートが、芳香族ジカルボン酸で変
性されたポリエチレンテレフタレートまたは脂肪族ジカルボン酸で変性されたポリエチレ
ンテレフタレートであることを特徴とする、請求項３に記載の使用。
【請求項５】
芳香族ジカルボン酸で変性されたポリエチレンテレフタレートが、イソフタル酸で変性さ
れたポリエチレンテレフタレートまたはフタル酸で変性されたポリエチレンテレフタレー
トであることを特徴とする、請求項４に記載の使用。
【請求項６】
脂肪族ジカルボン酸で変性されたポリエチレンテレフタレートが、アジピン酸で変性され
たポリエチレンテレフタレートまたはセバシン酸で変性されたポリエチレンテレフタレー
トであることを特徴とする、請求項４に記載の使用。
【請求項７】
成分ｂ）が、熱可塑性ポリウレタンエラストマー、熱可塑性ポリエステルエラストマー、
熱可塑性ポリオレフィンエラストマー、熱可塑性スチレンブロックコポリマー、またはこ
れらの成分の二種以上の組み合わせであることを特徴とする、請求項１～６の何れか一つ
に記載の使用。
【請求項８】
成分ｂ）が熱可塑性ポリエステルエラストマーであることを特徴とする、請求項７に記載
の使用。
【請求項９】
前記熱可塑性ポリエステルエラストマーが、ポリブチレンテレフタレートブロック及びポ
リエチレングリコールテレフタレートブロックを含むブロックコポリマーであることを特
徴とする、請求項８に記載の使用。
【請求項１０】
成分ｃ）が、ビスフェノール類から誘導されるポリカーボネートであることを特徴とする
、請求項１～９の何れか一つに記載の使用。
【請求項１１】
成分ｃ）が、ビスフェノールＡから誘導されるポリカーボネートであることを特徴とする
、請求項１０に記載の使用。
【請求項１２】
成分ｄ）がポリマー性カルボジイミドであることを特徴とする、請求項１～１１の何れか
一つに記載の使用。
【請求項１３】
モノフィラメントが、成分ａ）～ｄ）の他に、追加的に０．００１～１０重量％の通常の
添加物ｅ）を含むことを特徴とする、請求項１～１２の何れか一つに記載の使用。
【請求項１４】
前記通常の添加剤ｅ）が、酸化防止剤、ＵＶ安定化剤、フィラー、顔料、殺生物剤、導電
性を高めるための添加物、耐摩耗性を高めるための添加物、摩擦を減少させる添加物、仕
上げ剤（Ａｖｉｖａｇｅ）、加工助剤、軟化剤、滑剤、つや消し剤、粘度改良剤、結晶化
加速剤またはこれらの添加物の二種以上の組み合わせからなる群から選択されることを特
徴とする、請求項１３に記載の使用。
【請求項１５】
前記モノフィラメントが、成分ａ）を７０～８０重量％の量で、成分ｂ）を２０～２５重
量％の量で、成分ｃ）を０．５～３重量％の量で、及び成分ｄ）を０．３～４．５重量％
の量で含むことを特徴とする、請求項１～１４の何れか一つに記載の使用。
【請求項１６】
前記モノフィラメントが、１０～１５重量１２％のイソフタル酸で変性されたＰＥＴ７０
．５～７９．１重量％、ＴＰＥ－Ｅ２０～２５重量％、ポリカーボネート０．５～２．５
重量％、及びポリマー性カルボジイミド０．４～４．５重量％を含むことを特徴とする、
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請求項１～１５の何れか一つに記載の使用。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、特に高い機械的負荷下に高湿高温環境中で使用されるテクスタイル平坦形成
物の製造に使用できる、モノフィラメントに関する。
【背景技術】
【０００２】
　本発明によるモノフィラメントから製造されるテクスタイル平坦形成物は、多孔性抄紙
用具（ｐｏｒｏｅｓｅ　Ｐａｐｉｅｒｍａｓｃｈｉｎｅｎｂｅｓｐａｎｎｕｎｇｅｎ）の
ための円筒形シーブとして好ましく使用できる。これは、特に好ましくは、抄紙機のシー
ト形成部分に使用される。
【０００３】
　抄紙機のシート形成部分に使用される成形スクリーンの裏地は、この部分に優勢な圧比
（吸引ボックス）の故に、高い摩擦に曝される。それ故、このスクリーンの裏地上には、
これまでは、ポリエチレンテレフタレート（以下、「ＰＥＴ」と称する）からなるモノフ
ィラメント及びポリアミドからなるモノフィラメントが交互に使用されてきた。この組み
合わせは、純粋なＰＥＴと比べて、耐摩耗性に優れることが分かっている。この方策の欠
点は、ポリアミドの比較的高い吸水性の故に、織物の緯糸材料が伸張する。これは、スク
リーンの縁領域において、スクリーンの縁の望ましくない立ち上がり（「エッジカール」
）を招く。
【０００４】
　ＤＥ１０２００４０４１７５５Ａ１（特許文献１）は、脂肪族－芳香族ポリエステルと
、平均径が１００ｎｍ未満の無機酸化物からなる球状粒子とを含む繊維を開示している。
この文献には、そこに記載の繊維の耐摩耗性を、ポリカーボネートを加えることにより向
上できることが開示されている。熱可塑性エラストマー性コポリマーの使用は開示されて
いない。
【０００５】
　ＥＰ３８７３９５Ａ２（特許文献２）は、ＰＥＴ６０～９０％、熱可塑性ポリウレタン
エラストマー（以下、「ＴＰＵ」とも称する）１０％～４０％、及びカルボジイミド５％
までの混合物からなるモノフィラメントを記載している。
【０００６】
　これらのモノフィラメントは、裏緯に使用された時にエッジカールを防ぐ。経糸とのナ
ックルでのみ、より軟質な材料による僅かな平坦化が現れる。それによって、抄紙機中の
成形スクリーンの脱水性能が影響を受ける。
【０００７】
　ＤＥ４４１０３９９Ａ１（特許文献３）は、２００～２３０℃の範囲の比較的低い融点
を有する変性されたＰＥＴを使用することによってこの問題を回避している。ＤＥ１９５
１１８５２Ａ１（特許文献４）は、ＴＰＵを、未変性ＰＥＴと一緒に紡いだ熱可塑性ポリ
エステルエラストマー（以下、「ＴＰＥ－Ｅ」と称する）に代えることによる他の解決策
を挙げている。
【０００８】
　ＤＥ１０２００６０１２０４８Ａ１（特許文献５）は、熱可塑性及び弾性コポリエステ
ルと、様々なジカルボン酸またはそれのポリエステル形成性誘導体から誘導された熱可塑
性ポリエステルコポリマーとの組み合わせを含む溶融紡糸されたポリエステル糸を開示し
ている。これらの糸は、非常に良好な耐摩耗性及び同時に高い形状安定性を特色とする。
【０００９】
　熱可塑性エラストマーを成分として含む上記の耐摩耗性のモノフィラメントはその全て
が、緯糸に使用された熱可塑性エラストマー中の軟質セグメントの存在によって、これら
の緯糸が、織物のナックルにおいて強く平坦化し、これが、スクリーンの脱水性能を低下
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させるという欠点を持つ。
【００１０】
　ＤＥ１９５１１８５３Ａ１（特許文献６）では、この問題は、モノフィラメントが、Ｐ
ＥＴでできたコアと、変性ＰＥＴを含むＴＰＥ－Ｅからなる混合物でできたシェルからな
ることによって部分的に解決されている。しかし、比較的長い期間の運転の後に、シェル
材料が摩耗し、ＰＥＴでできたコアが裸出して摩擦に曝される。
【００１１】
　更に、本発明によるモノフィラメントは、驚くべき程に小さい滑り抵抗を有し、そのた
め、機械の駆動力の明らかな減少、典型的には、従来のモノフィラメントでできたスクリ
ーンと比較して１０％超える減少を可能とすることが判明した。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１２】
【特許文献１】ＤＥ１０２００４０４１７５５Ａ１
【特許文献２】ＥＰ３８７３９５Ａ２
【特許文献３】ＤＥ４４１０３９９Ａ１
【特許文献４】ＤＥ１９５１１８５２Ａ１
【特許文献５】ＤＥ１０２００６０１２０４８Ａ１
【特許文献６】ＤＥ１９５１１８５３Ａ１
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１３】
　本発明の課題は、高湿高温環境中で高い堅牢性を示し、低い滑り摩擦並びに一方では非
常に良好な耐摩耗性を示し、他方では極めて形状安定性に優れ、そうしてエッジカールも
、ナックルでの平坦化も大幅に避けられる、材料の組み合わせを提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
　この課題は、選択された成分の混合物から製造されたモノフィラメントの提供によって
解消される。
【００１５】
　それ故、本発明は、
ａ）ポリエチレンテレフタレート、ポリエチレンナフタレート、ジカルボン酸で変性され
たポリエチレンテレフタレート、ジカルボン酸で変性されたポリエチレンナフタレート、
またはこれらの組み合わせの群から選択されたポリエステル原料６０～８５重量％、
ｂ）熱可塑性エラストマー性ブロックコポリマー１４．４～３０重量％、
ｃ）ポリカーボネート０．０５～１０重量％、及び
ｄ）カルボジイミド安定化剤０．１～１０重量％、
を含む（量の値は、モノフィラメントの総量を基準とする）、ポリエステルモノフィラメ
ントに関する。
【００１６】
　添加されたポリカーボネートによって、ポリマー混合物が架橋されることが判明した。
これは、それから製造されたモノフィラメントの形状安定性の向上という結果となる。カ
ルボジイミドの添加によって架橋を更に増強し得ることは特に驚くべきことである。
【００１７】
　成分ａ）のポリエステルとしては、本発明では、ポリエチレンテレフタレート－及び／
またはポリナフチレンテレフタレート原料が使用され、これらの原料が、紡糸、延伸、場
合よっては及び緩和の後に、上記の特性プロフィルを備えたモノフィラメントを与える。
【００１８】
　これは、ポリエチレンテレフタレートホモポリマーもしくはポリエチレンナフタレート
ホモポリマー、またはポリエチレンテレフタレート単位もしくはポリエチレンナフタレー
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ト単位含有コポリマーである。すなわち、これらのポリマーは、エチレングリコール並び
にテレフタル酸、ナフタレンジカルボン酸もしくはそれのポリエステル形成性誘導体、例
えばジカルボン酸エステルもしくは塩化物、及び場合によっては更に別のジカルボン酸も
しくはそれのポリエステル形成性誘導体から誘導される。
【００１９】
　これらの熱可塑性ポリエステルはそれ自体既知である。熱可塑性コポリエステルａ）の
構成ブロックは、上記のエチレングリコール並びに上記のジカルボン酸または対応して構
成されたポリエステル形成性誘導体である。成分ａ）のポリエステルの主たる酸構成分は
、エチレングリコールの他、テレフタル酸及び／またはナフタレンジカルボン酸であり、
場合によってはこれらと一緒に、比較的小割合の、好ましくはジカルボン酸の総量を基準
に３０モル％までの他の芳香族及び／または脂肪族及び／または環状脂肪族ジカルボン酸
、好ましくは芳香族化合物、例えばフタル酸、４，４’－ビフェニルジカルボン酸または
特にイソフタル酸、及び／または脂肪族ジカルボン酸、例えばアジピン酸またはセバシン
酸である。
【００２０】
　エチレングリコールの他に、少量の、例えばアルコールの総量を基準にして３０モル％
までの適切な二価アルコールを使用することができる。それの典型例は、脂肪族及び／ま
たは環状脂肪族ジオール、例えばプロパンジオール、１，４－ブタンジオール、シクロヘ
キサンジメタノールまたはそれらの混合物である。
【００２１】
　好ましい成分ａ）の例は、ポリナフタレート単位の他に、アルキレングリコール、特に
エチレングリコール、及び脂肪族及び／または芳香族ジカルボン酸、例えばアジピン酸、
セバシン酸、テレフタル酸またはイソフタル酸から誘導される他の単位を有する、コポリ
エステルである。
【００２２】
　好ましく使用される成分ａ）は、ポリエチレンテレフタレートであるか、あるいはジカ
ルボン酸で変性されたポリエチレンテレフタレート、特に芳香族ジカルボン酸で変性され
たポリエチレンテレフタレートまたは脂肪族ジカルボン酸で変性されたポリエチレンテレ
フタレートである。
【００２３】
　就中特に好ましく使用される成分ａ）は、芳香族ジカルボン酸で変性されたポリエチレ
ンテレフタレート、特にイソフタル酸で変性されたポリエチレンテレフタレート、または
フタル酸で変性されたポリエチレンテレフタレートである。
【００２４】
　同様に就中特に好ましく使用される成分ａ）は、脂肪族ジカルボン酸で変性されたポリ
エチレンテレフタレート、特にアジピン酸で変性されたポリエチレンテレフタレート、ま
たはセバシン酸で変性されたポリエチレンテレフタレートである。
【００２５】
　成分ａ）の本発明に従い使用されるポリエステルは、通常は少なくとも０．６０ｄｌ／
ｇ、好ましくは０．６０～１．０５ｄｌ／ｇ、特に好ましくは０．６２～０．９３ｄｌ／
ｇの溶液粘度（ＩＶ値）（ジクロロ酢酸（ＤＣＥ）中で２５℃で測定）を有する。
【００２６】
　成分ｂ）の熱可塑性かつエラストマー性ブロックコポリマーは、様々なタイプのもので
あることができる。このようなブロックコポリマーは当業者には既知である。
【００２７】
　成分ｂ）の例は、熱可塑性かつエラストマー性ポリウレタン（ＴＰＥ－Ｕ）、熱可塑性
かつエラストマー性ポリエステル（ＴＰＥ－Ｅ）、熱可塑性かつエラストマー性ポリオレ
フィン（ＴＰＥ－Ｏ）、及び熱可塑性かつエラストマー性スチレンブロックコポリマー（
ＴＰＥ－Ｓ）である。
【００２８】
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　熱可塑性かつエラストマー性ブロックコポリマーｂ）は、様々なモノマーの組み合わせ
から構成することができる。一般的に、これは、いわゆる硬質及び軟質セグメントからな
るブロックである。軟質セグメントは、ＴＰＥ－Ｕ及びＴＰＥ－Ｅでは、典型的にはポリ
アルキレングリコールエーテルから誘導される。硬質セグメントは、ＴＰＥ－Ｕ及びＴＰ
Ｅ－Ｅでは、典型的には短鎖ジオールまたはジアミンから誘導される。ジオールまたはジ
アミンの他に、硬質及び軟質セグメントは、脂肪族、環状脂肪族及び／または芳香族ジカ
ルボン酸またはジイソシアナートから構成される。
【００２９】
　熱可塑性ポリオレフィンの例は、エチレン－プロピレン－ブタジエンからなるブロック
及びポリプロピレンからなるブロックを含むブロックコポリマー（ＥＰＤＭ／ＰＰ）、ま
たはニトリル－ブタジエンからなるブロック及びポリプロピレンからなるブロックを含む
ブロックコポリマー（ＮＢＲ／ＰＰ）である。
【００３０】
　熱可塑性かつエラストマー性スチレンブロックコポリマーの例は、スチレン－エチレン
からなるブロック及びプロピレン－スチレンからなるブロックを含むブロックコポリマー
（ＳＥＰＳ）、またはスチレン－エチレンからなるブロック及びブタジエン－スチレンか
らなるブロックを含むブロックコポリマー（ＳＥＢＳ）、またはスチレンからなるブロッ
ク及びブタジエンからなるブロックを含むブロックコポリマー（ＳＢＳ）である。
【００３１】
　熱可塑性かつエラストマー性ブロックコポリマーとは、本明細書の枠内では、室温では
典型的なエラストマーと同様に挙動するが、熱を供給されると可塑変性でき、それ故、熱
可塑性の挙動を示すブロックコポリマーのことである。これらの熱可塑性かつエラストマ
ー性ブロックコポリマーは、ポリマー分子が分解することなく、熱をかけると消失する物
理的な架橋点（例えば副原子価力または微結晶）を部分領域において有する。
【００３２】
　成分ｂ）として熱可塑性ポリエステルエラストマーを含むポリエステルモノフィラメン
トが好ましい。
【００３３】
　好ましくは、芳香族ジカルボン酸及び脂肪族ジオール並びにポリアルキレングリコール
から誘導される繰り返し構造単位を含むコポリエステルが成分ｂ）として使用される。
【００３４】
　好ましく使用される熱可塑性ポリエステルエラストマーｂ）は、テレフタル酸、エチレ
ングリコール及びポリエチレングリコールから、テレフタル酸、ブチレングリコール及び
ポリエチレングリコールから、テレフタル酸、ブチレングリコール及びポリブチレングリ
コールから、ナフタレンジカルボン酸、エチレングリコール及びポリエチレングリコール
から、ナフタレンジカルボン酸、ブチレングリコール及びポリエチレングリコールから、
ナフタレンジカルボン酸、ブチレングリコール及びポリブチレングリコールから、テレフ
タル酸、イソフタル酸、エチレングリコール及びポリエチレングリコールから、テレフタ
ル酸、イソフタル酸、ブチレングリコール及びポリエチレングリコールから、及びテレフ
タル酸、イソフタル酸、ブチレングリコール及びポリブチレングリコールから誘導される
繰り返し構造単位を含む。
【００３５】
　特に、成分ｂ）としては、ポリブチレンテレフタレートブロック及びポリエチレングリ
コールテレフタレートブロックを含むブロックコポリマーが使用される。
【００３６】
　成分ｂ）のポリマーは商業的に入手可能であり、例えばＨｙｔｒｅｌ（登録商標）（Ｄ
ｕＰｏｎｔ／ＵＳ）、Ｈｅｒａｆｌｅｘ（登録商標）Ｅ（Ｒａｄｉｃｉｎｏｖａｃｉｐｓ
／ＩＴ）、Ａｒｎｉｔｅｌ（登録商標）（ＤＳＭ　Ｅｎｇｉｎｅｅｒｉｎｇ　Ｐｌａｓｔ
ｉｃｓ／ＮＬ）、またはＫｅｙｆｌｅｘ（登録商標）（ＬＧ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ／ＫＲ）
として入手できる。
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【００３７】
　成分ｃ）としては、ポリカーボネートが使用される。これは、ポリエステルの群から、
より正確に言えば、炭酸と二価のアルコールとのポリマー性エステルの群からのプラスチ
ックである。好ましくは、ビスフェノール類、特に２，２－ビス（４－ヒドロキシフェニ
ル）プロパン（ビスフェノールＡ）から誘導されるポリカーボネートが使用される。ポリ
カーボネートは、Ｍａｋｒｏｌｏｎ（登録商標）（Ｂａｙｅｒ）またはＬｅｘａｎ（登録
商標）（Ｓａｂｉｃ）の商品名で販売されている。
【００３８】
　ビスフェノールＡから誘導されるポリカーボネートの他、ビスフェノールＳから、テト
ラメチルビスフェノールＡから、または１，１－ビス（４－ヒドロキシフェニル）－３，
３，５－トリメチルシクロヘキサン（ＢＰＴＭＣ）から誘導されるタイプも販売されてい
る。ポリカーボネートは一般式に非晶質であり、微結晶の割合は５％未満である。これら
は、高い堅牢性、衝撃強さ、剛性及び高度を特色とする。ポリカーボネートは、風化作用
及び放射線作用に対して非常に安定している。
【００３９】
　好ましいものは、ビスフェノール類、特にビスフェノールＡから誘導されたポリカーボ
ネートを成分ｃ）として含むポリエステルモノフィラメントである。
【００４０】
　本発明によるポリエステルモノフィラメントは、カルボジイミドによって安定化されて
いる。これは、成分ｄ）として、紡糸可能な材料に加えられる。
【００４１】
　好ましくは、ポリエステルモノフィラメントは、遊離のカルボキシル基含有率が１０ｍ
ｖａｌ／ｋｇ以下、好ましくは５ｍｖａｌ／ｋｇ以下、特に２ｍＶａｌ／ｋｇ以下で製造
される。
【００４２】
　これは、遊離のカルボキシル基を閉鎖するための手段である成分ｄ）の添加によって達
成される。
【００４３】
　このように仕上げされたポリエステルモノフィラメントは、加水分解に対して安定化さ
れており、そして特に、高湿高温環境中で、例えば抄紙機中でまたはフィルターとして使
用するのに適している。
【００４４】
　就中非常に好ましくは、成分ｄ）としてポリマー性カルボジイミドが使用される。
【００４５】
　カルボジイミドは、Ｓｔａｂａｘｏｌ（登録商標）（Ｒｈｅｉｎｃｈｅｍｉｅ）の商品
名で販売されている。
【００４６】
　本発明によるポリエステルモノフィラメント中の成分ａ）、ｂ）、ｃ）及びｄ）の量は
、上記の範囲内で選択することができる。
【００４７】
　本発明によるポリエステルモノフィラメント中の成分ａ）の割合は、モノフィラメント
の総量を基準にして、典型的には６０～８５重量％、好ましくは６５～８０重量％、非常
に特に好ましくは７０～８０重量％である。
【００４８】
　本発明によるポリエステルモノフィラメント中の成分ｂ）の割合は、モノフィラメント
の総量を基準にして、典型的には１４．４～３０重量％、好ましくは１５～２５重量％、
非常に特に好ましくは２０～２５重量％である。
【００４９】
　本発明によるポリエステルモノフィラメント中の成分ｃ）の割合は、モノフィラメント
の総量を基準にして、典型的には０．０５～１０重量％、好ましくは０．１～３重量％、
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非常に特に好ましくは０．５～３重量％、特に好ましくは０．５～１．５重量％である。
【００５０】
　本発明によるポリエステルモノフィラメント中の成分ｄ）の割合は、モノフィラメント
の総量を基準にして、典型的には０．１～１０重量％、好ましくは０．３～４．５重量％
である。
【００５１】
　典型的には、該モノフィラメントは、それぞれモノフィラメントの総重量を基準にして
、６０～８５重量％の成分ａ）、１４．４～３０重量％の成分ｂ）、０．０５～１０重量
％の成分ｃ）、及び０．１～１０重量％の成分ｄ）を含む。
【００５２】
　特に好ましいポリエステルモノフィラメントは、成分ａ）を７０～８０重量％の量で、
成分ｂ）を２０～２５重量％の量で、成分ｃ）を０．５～３重量％の量で、及び成分ｄ）
を０．３～４．５重量％の量で含むものである。
【００５３】
　非常に特に好ましくは、本発明によるモノフィラメントは、１０～１５重量１２％のイ
ソフタル酸で変性されたＰＥＴ　７０．５～７９．１重量％、ＴＰＥ－Ｅ　２０～２５重
量％、ポリカーボネート　０．５～２．５重量％、及びポリマー性カルボジイミド　０．
４～４．５重量％を含む。
【００５４】
　本発明に従い使用される、成分ａ）、ｂ）、ｃ）及びｄ）の組み合わせは、際立った耐
摩耗性の他に、良好なテクスタイル技術上の特性、特に非常に低い滑り摩擦及び高い形状
安定性を、際だった耐加水分解性と合わせて糸に与える。特に、耐摩耗性及び低い滑り摩
擦の極めて良好な値は当業者には予期できなかった。
【００５５】
　個々の場合に使用される成分ａ）～ｄ）の選択は、当業者によって行われる。例えば、
成分ａ）～ｄ）は、これらの成分のいずれも顕著な分解を起こさない温度で加工できるよ
うに選択される。
【００５６】
　本発明によるポリエステルモノフィラメントは、上記の成分ａ）～ｄ）の他に、追加的
に更に別の通例の添加物ｅ）を含むことができる。このような成分ｅ）の量は、モノフィ
ラメントの総重量を基準にして典型的には０．００１～１０重量％である。
【００５７】
　通例の添加物ｅ）の例は、酸化防止剤、ＵＶ安定化剤、フィラー、顔料、殺生物剤、導
電性を向上するための添加物、耐摩耗性を向上するための添加物、摩擦を減少させる添加
物、仕上げ剤（Ａｖｉｖａｇｅ）、加工助剤、軟化剤、滑剤、つや消し剤、粘度改良剤、
結晶化加速剤またはこれらの二種以上の組み合わせである。
【００５８】
　本発明による糸の製造に必要な成分ａ）、ｂ）、ｃ）、ｄ）及びｅ）はそれ自体既知で
あり、一部は商業的に入手できるか、またはそれ自体既知の方法に従い製造できる。
【００５９】
　本発明によるモノフィラメントの繊度は広い範囲で変動し得る。これの例は、５０～４
５，０００ｄｔｅｘ、特に１００～４，０００ｄｔｅｘである。
【００６０】
　本発明によるモノフィラメントの横断面形状は任意であり得、例えば円形、楕円形また
はｎ角形（ｎは３以上である）であることができる。
【００６１】
　本発明によるモノフィラメントは、それ自体既知の方法に従い製造することができる。
【００６２】
　典型的な製造方法の一つは次の措置を含む：
ｉ）押出機中での、成分ａ）、ｂ）、ｃ）及びｄ）の混合、または成分ａ）と、成分ｂ）
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、ｃ）及びｄ）を含むマスターバッチとの混合、
ｉｉ）紡糸口金を通した、成分ａ）、ｂ）、ｃ）及びｄ）を含む混合物の押出、
ｉｉｉ）形成したモノフィラメントの引き抜き、
ｉｖ）場合により、モノフィラメントの延伸及び／または緩和、及び
ｖ）モノフィラメントの巻き取り。
【００６３】
　成分ｂ）、ｃ）及びｄ）のうちの一つ以上を、マスターバッチの形で使用することもで
きる。例えば、特にカルボジイミドをマスターバッチとしてポリエステル中に良好に計量
添加し、成分ａ）、ｂ）及びｃ）中に混入できる。成分ｂ）も好ましくはマスターバッチ
の形で成分ａ）、ｃ）及びｄ）中に混入できる。
【００６４】
　本発明によるモノフィラメントは、その製造において一回または複数回延伸される。
【００６５】
　特に好ましくは、モノフィラメントの製造のためには、成分ａ）として、固相縮合によ
って製造されたポリエステル原料が使用される。
【００６６】
　上記の溶融紡糸可能なポリエステルについて従来技術から既知のように、溶融及び紡糸
口金を通したポリマー溶融物の押出の後に、高温のポリマー糸を、好ましくは水浴中で冷
却し、次いで一回もしくは複数回延伸し、場合によっては固定し、そして巻き取る。
【００６７】
　好ましくは、本発明によるモノフィラメントは、テクスタイル平坦構成物、特に織物、
スパイラルクロス、ノンクリンプ織物または編物の製造に使用される。これらのテクスタ
イル平坦構成物は、好ましくはスクリーンに使用される。
【００６８】
　それ故、本発明は、上記のモノフィラメントを含むテクスタイル平坦形成物、特に織物
、緯編物、経編物、組物またはノンクリンプ織物の形のテクスタイル平坦形成物である。
【００６９】
　本発明によるモノフィラメントは、全ての工業的分野において使用できる。好ましくは
、これらは、高湿高温環境中で高い摩擦並びに高い機械的負荷が予期される用途において
使用される。これの例は、ガス及び液体フィルターのためのスクリーン生地及びフィルタ
ークロス、乾燥ベルト、例えば食品または特に紙の製造のための乾燥ベルトでの使用であ
る。
【００７０】
　本発明は、抄紙用具としての、コンベアベルト中での及び濾過スクリーンとしての上記
のポリエステルモノフィラメントの使用にも関する。
【００７１】
　好ましくは、上記のポリエステルモノフィラメントは、抄紙機のシート形成部分及び／
または乾燥部分において抄紙用具として使用される。
【００７２】
　本発明を、以下の例によってより詳しく説明する。これらの例は、本発明の説明にのみ
役立つものであり、限定的であると解釈すべきではない。
【実施例】
【００７３】
実施例１～３
　原料は、重縮合において１２重量％のイソフタル酸及び８８重量％のテレフタル酸で変
性されたポリエチレンテレフタレート（ＩＮＶＩＳＴＡ　Ｒｅｓｉｎｓ＆Ｆｉｂｒｅｓ　
ＧｍｂＨ、ＨａｔｔｅｒｓｃｈｅｉｍのＰＥＴ－タイプ１５３）であった。原料７５．５
重量％に対し、エラストマー性ポリエステル（ＨｅｒａｆｌｅｘのＴＰＥ－ＥタイプＥ３
９１８）２０．０重量％、ジカルボジイミド（Ｒｈｅｉｎｃｈｅｍｉｅの安定化剤ＫＥ９
４６４）４．０重量％及びポリカーボネート（ＢａｙｅｒのＭａｋｒｏｌｏｎ（登録商標
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【００７４】
　このポリマー性混合物を、押出機中で２５０℃～２７０℃で溶融し、歯車ポンプを用い
て紡糸パック中に圧入し、次いで６８℃の水浴中で紡糸した。その後、熱の作用下に複数
回延伸し、次いで熱固定し並びにその後にモノフィラメントを巻き取った。
【００７５】
　例１に類似して、例２及び３のモノフィラメントを製造した。
【００７６】
　以下の表１に、組成及び得られたモノフィラメントのテクスタイル値を示す。以下の表
２には、例３のモノフィラメントの製造のための機械データを示す。
【００７７】
【表１】

【００７８】
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【００７９】
比較例Ｖ１～Ｖ８及び例４～６：耐摩耗性試験
　実施例１における記載と類似して、モノフィラメントを製造した。製造で使用した成分
の組成及び量、並びにこれらのモノフィラメントに測定された摩耗値を以下の表３に記載
する。ポリマー処理量及び延伸は、直径が０．２５ｍｍのモノフィラメントが得られるよ
うに選択した。
【００８０】
　これらのモノフィラメントを、同じ構造の多層形成布の裏緯に１００％の割合で試験し
た。摩耗試験は、試験装置としてのＥｉｎｌｅｈｎｅｒ　ＡＴ　２０００で行った。この
際、以下の試験条件を使用した。
使用した懸濁液：９９％水中の１％ＣａＣＯ３（Ｏｍｙａ　ＨＣ４０ＢＧ）
温度調節無し、約２５℃で試験開始
摩擦体：　　　　　　　　Ａｌ２Ｏ３

巻き取り角度　　　　　　１８０°
巻き取り長さ：　　　　　２５，０００ｍ
予延伸重さ：　　　　　　２０００ｇ
布ストリップ幅：　　　　２５ｍｍ
　布厚の減少を摩耗量としてμｍで示す。
【００８１】
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【表３】

【００８２】
　本発明によるモノフィラメントの使用による耐摩耗性の明らかな向上は驚くべきことで
ある。ポリカーボネートだけでもしくはカルボジイミドだけで安定化されたモノフィラメ
ントの使用の場合の８５～９６μｍの摩耗またはポリエステルのみからなるモノフィラメ
ントの場合の１０２～１０６μｍの摩耗に対して、多層形成布の本発明による変形では、
４１～４４μｍの摩耗が測定された。
　本願は特許請求の範囲に記載の発明に係るものであるが、本願の開示は以下も包含する
：
１．
ａ）ポリエチレンテレフタレート、ポリエチレンナフタレート、ジカルボン酸で変性され
たポリエチレンテレフタレート、ジカルボン酸で変性されたポリエチレンナフタレート、
またはこれらの組み合わせの群から選択されるポリエステル原料６０～８５重量％、
ｂ）熱可塑性エラストマー性ブロックコポリマー１４．４～３０重量％、
ｃ）ポリカーボネート０．０５～１０重量％、及び
ｄ）カルボジイミド安定化剤０．１～１０重量％、
を含み、上記の量の値はモノフィラメントの総量を基準とする、ポリエステルモノフィラ
メント。
２．
成分ａ）がポリエチレンテレフタレートであることを特徴とする、上記１に記載のポリエ
ステルモノフィラメント。
３．
成分ａ）が、ジカルボン酸で変性されたポリエチレンテレフタレート、特に芳香族ジカル
ボン酸で変性されたポリエチレンテレフタレートまたは脂肪族ジカルボン酸で変性された
ポリエチレンテレフタレートであることを特徴とする、上記１に記載のポリエステルモノ
フィラメント。
４．
芳香族ジカルボン酸で変性されたポリエチレンテレフタレートが、イソフタル酸で変性さ
れたポリエチレンテレフタレートまたはフタル酸で変性されたポリエチレンテレフタレー
トであることを特徴とする、上記３に記載のポリエステルモノフィラメント。
５．
脂肪族ジカルボン酸で変性されたポリエチレンテレフタレートが、アジピン酸で変性され
たポリエチレンテレフタレートまたはセバシン酸で変性されたポリエチレンテレフタレー
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トであることを特徴とする、上記３に記載のポリエステルモノフィラメント。
６．
成分ｂ）が、熱可塑性ポリウレタンエラストマー、熱可塑性ポリエステルエラストマー、
熱可塑性ポリオレフィンエラストマー、熱可塑性スチレンブロックコポリマー、またはこ
れらの成分の二種以上の組み合わせであることを特徴とする、上記１～５の何れか一つに
記載のポリエステルモノフィラメント。
７．
成分ｂ）が熱可塑性ポリエステルエラストマー、特にポリブチレンテレフタレートブロッ
ク及びポリエチレングリコールテレフタレートブロックを含むブロックコポリマーである
ことを特徴とする、上記６に記載のポリエステルモノフィラメント。
８．
成分ｃ）が、ビスフェノール類、特にビスフェノールＡから誘導されるポリカーボネート
であることを特徴とする、上記１～７の何れか一つに記載のポリエステルモノフィラメン
ト。
９．
成分ｄ）がポリマー性カルボジイミドであることを特徴とする、上記１～８の何れか一つ
に記載のポリエステルモノフィラメント。
１０．
モノフィラメントが、成分ａ）～ｄ）の他に、追加的に０．００１～１０重量％の通常の
添加物ｅ）、特に酸化防止剤、ＵＶ安定化剤、フィラー、顔料、殺生物剤、導電性を高め
るための添加物、耐摩耗性を高めるための添加物、摩擦を減少させる添加物、仕上げ剤（
Ａｖｉｖａｇｅ）、加工助剤、軟化剤、滑剤、つや消し剤、粘度改良剤、結晶化加速剤ま
たはこれらの添加物の二種以上の組み合わせを含むことを特徴とする、上記１～９の何れ
か一つに記載のポリエステルモノフィラメント。
１１．
成分ａ）を７０～８０重量％の量で、成分ｂ）を２０～２５重量％の量で、成分ｃ）を０
．５～３重量％の量で、及び成分ｄ）を０．３～４．５重量％の量で含むことを特徴とす
る、上記１～１０の何れか一つに記載のポリエステルモノフィラメント。
１２．
１０～１５重量１２％のイソフタル酸で変性されたＰＥＴ７０．５～７９．１重量％、Ｔ
ＰＥ－Ｅ２０～２５重量％、ポリカーボネート０．５～２．５重量％、及びポリマー性カ
ルボジイミド０．４～４．５重量％を含むことを特徴とする、上記１～１１の何れか一つ
に記載のポリエステルモノフィラメント。
１３．
特に織物、緯編物、経編物、組物またはノンクリンプ織物の形の、上記１～１２のいずれ
一つに記載の糸を含むテクスタイル平坦形成物。
１４．
抄紙用具としての、コンベアベルト中での及び濾過スクリーンとしての、上記１～１２の
何れか一つに記載のポリエステルモノフィラメントの使用。
１５．
抄紙用具が、抄紙機のシート形成部分及び／または乾燥部分で使用されることを特徴とす
る、上記１４に記載の使用。
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